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図 6.10.6 

 既設共同受信施設等の設置状況 
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6.10.2 地上構造物の存在に係る予測及び評価 

(1) 予 測 

(a) 予測方法 

電波障害の予測は、「建造物障害予測の手引き 地上デジタル放送」（2005 年、社団法人 日

本ＣＡＴＶ技術協会）に示された予測手法を適用して行った。 

(ｱ) 遮蔽障害 

（遮蔽障害予測距離 2D [ｍ]） 
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：電波が水平に到来したときの遮蔽障害予測距離[ｍ] 

：ビル高に対応する光学的な見通し距離[ｍ] 

（遮蔽損失 SL [dB]） 
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ここで、 f  ：周波数[MHz] 

    H  ：建造物の地上高[ｍ] 

    W  ：建造物の実行横幅[ｍ] 

    1h  ：送信点の地上高さ[ｍ] 

    2h  ：受信点の地上高さ[ｍ] 

    1d  ：送信点から建造物までの距離[ｍ] 

    2d  ：建造物中心後方における任意の距離[ｍ] 

 21 xxx EEE   

     1xE ：任意の距離 2d の地点で求めた建造物頂部と受信アンテナ高のそ
れぞれの位置における位相合成率の比 

     2xE ：建造物頂部と受信アンテナ高のそれぞれの位置における都市減

衰率の比 

   
2hHx   ：建造物頂部を回折してくる電波のフレネル積分近似解。ここで、遮蔽高
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   2/wx  ：建造物

2/W に

 2/xW

 フレネ

物側部を回折

に対応する遮








22

W

d


ネル積分近似

図 6.10.7 

434 

折してくる電
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